
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  政府管掌健保から協会けんぽに 

Ｑ：政府管掌の健保が変わったそうですが、

どのようになったのですか？  

 

Ａ：協会けんぽに引き継がれ、来年９月末

までに都道府県別保険料率が適用されること

となっています。 

【解説】 

政府管掌健康保険は、この１０月１日から、

これまでの社会保険庁から新たに設立された

全国健康保険協会(協会けんぽ)に引き継がれ

運営されています。 

協会けんぽは、公益法人に該当し、職員は

公務員ではなく、民間職員に該当します。 

健康保険の加入手続きや保険料の納付手続

きは、これまで通り社会保険事務所が窓口に

なりますが、傷病手当金等の給付や任意継続

の申請、受付等は協会けんぽの各都道府県支

部に行うことになりますので、注意が必要で

す。 

また、被保険者証は会社を通じて、協会け

んぽ発行の被保険者証へ順次切り替えが行わ

れます。 

なお、これまで適用されてきた8.2%の保険

料率は、協会けんぽへそのまま移行して適用

されますが、来年の９月までに都道府県ごと

の年齢構成や所得水準を踏まえて、都道府県

別保険料率が３％から10％の範囲で決定され

ることになっていますので、この点にも注意

が必要です。 
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